
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮崎県社会教育委員連絡協議会 

令和８年３月発行 
会 報 

 
 

                            宮崎県社会教育委員連絡協議会 会長 中野 通彦 

 

 

私たちの周りに春色があふれています。優しい風を受けて 

ますます御健勝のこととお喜び申し上げます。 

さて、本協議会では、今年度の活動方針を「人をつなぎ、 

人がつながり、宮崎のウェルビーイングにつながる社会教育 

～持続可能な地域を創る社会教育の実践を通して～」とし、 

各地域の実践を土台として、新たな視点を探り、地域課題の 

解決を求めて意見交換をしてまいりました。このことにより、「ウェルビーイング」が、宮崎に生き

る私たちの最適な生き方につながるものであることが実感できたように思えます。各地区での研修に

おいても、ウェルビーイングの実現に向けた本格的な実践も始まっています。 

九州ブロック社会教育研究大会、12月に実施された県社会教育委員研究大会などの機会では、社

会教育の充実を期すことが、人と人をつなぎ、笑顔と希望のあふれる私たちの暮らしにつながると再

認識することができました。 

次年度の実践において、これまでの学びを生かし、ますます充実されますことを楽しみにしており

ます。 

社会教育は、地域のつながりづくりのための礎であります。皆様方には、本県の社会教育の振興の

ために、引き続きお力添えをいただきたいと存じます。 

今後も皆様方のますますの御活躍を祈念いたしまして、会報３７号発行の挨拶といたします。 

 

令和８年度の各会議・研究大会等の予定 

<第 37号> 

あいさつ 

◇第１回理事会 

□ ５月 12日（火） オンライン開催 

役員改選 協議（総会「議題」審議 他） 

 

◇第２回理事会 

□ 令和９年２月４日（木） オンライン開催 

 令和８年度報告、令和９年度計画 

 

◇会計監査 

 □ 令和９年３月 11日（木） 県庁周辺（予定） 

 

◇第 68回全国社会教育研究大会大阪大会 

□ 10月 28日（水）～30日（金） 

◇総会・研修会 
□ ７月 23日（木） 県教育研修センター 
□ 内容 
⑴ 総会 
令和７年度事業実績・決算報告、 
監査報告 
令和８年度事業計画・収支予算案 等 

⑵ 研修会 
協議・実践発表 

◇地区別研修会（各地区の計画による） 

◇第 56回九州ブロック社会教育研究大会 

熊本大会 

□ 11月５日（木）～６日（金） 

◇県社会教育委員研究大会 
□ 12月 22日（火） 県教育研修センター 
□ 内容 
⑴ 県表彰 

社会教育功労者及び社会教育優良団体・施設表彰 
地域文化功労者教育長表彰 

⑵ 報告 
⑶ 実践発表 
⑷ 情報交換 



各地区において本年度の本協議会の方針を基に地域の実態に応じてテーマを設定し、地区ごと

に研修会など下記のような取組が実施されました。 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

地区 期日 場所 参加者数 主な取組（敬称略） 

宮崎 

7月 25日（火） 市町村会場 
自宅等 

15名 
○説明 
・宮崎のウェルビーイングにつながる社会教育
の実践に向けて 

１月 21日（水） 
国富町図書
館会議室 

16名 

○社会教育委員九州大会報告 
○各市町取組報告 
○ワークショップ 
 ・私たちが考えるウェルビーイングとは？ 
  その実現のために私たちができることは？ 

西都・児湯 

７月３日（木） 
サンＡ川南
文化ホール 

30名 

○講演 
 ・川南町開拓の歴史 
  元川南町地域学校協働活動推進員 
              平塚 金治 氏 

１月 14日（水） 都農町役場 40名 
○実践発表 
 ・「人をつなぐ地域の活動、防災活動」 
  中町地区公民館長 黒木 正之 氏 

南那珂 

７月 25日（金） 
南郷ハート
フルセンタ
ー 

19名 
○説明 

 ・宮崎のウェルビーイングにつながる社会教育
の実践に向けて 

１月 28日（水） 小村寿太郎
記念館 

20名 

○視察研修報告 
○ワークショップ 
 ・これから求められる社会教育委員連絡協議会 
の役割とは 

  宮崎大学教育学部教職実践基礎コース 
准教授 遠藤 宏美 氏 

北諸県 

７月 11日（金） 
都城市中央
公民館 16名 

○協議 
 ・ウェルビーイングの実現のためにできること 

９月 22日（月） 
 
※公民館ブロッ
ク別セミナー
と合同開催 

ウェルネス
交流プラザ 206名 

○実践発表 
 ・ウェルビーイング部の取組について 
  都城商業高等学校 共創ウェルビーイング部 
○講演 
 ・地域と学校の連携・協働による持続可能な 
  地域づくり 
  ～公民館を核とした多世代交流と人材育成

の可能性～ 
  宮崎大学 研究・産学地域連携推進機構 

准教授 高橋 利行 氏 

西諸県 

６月６日（金） 

えびの市飯
野地区コミ
ュニティー
センター 

30名 
○各市町の活動計画の発表 
○情報交換 

11月 21日（金） 61名 

○アトラクション「フルート演奏」 
 ・えびの市社会教育委員副委員長 

自治会連合会副会長 𠮷田 勉 氏 
○実践発表 
 ・上江交流フェスティバル 2025を終えて 
  えびの市社会教育委員 坊野 健太 氏 
 ・持続可能な地域づくりを実現する公民館の 
役割～坂元公民館による地域活動と成果～ 

  小林市坂元公民館 
館長 中島 信行 氏 

○講演 
 ・外国人就労者の可能性 
  立久井農園 営業課長 立久井 友文 氏 

北部 

７月３日(木) 門川町役場 47名 ○情報交換会(ワールド・カフェ形式) 

11月 28日（金） 
諸塚村中央
公民館 50名 

○講話 
 ・「地域と都市の境界を溶かす 

～アート・食・人～」 
  一般社団法人 ハチハチ 森 佑介 氏 
○事例発表 
 ・「森の遊園地の取組について」 
  椎葉村 社会教育委員 尾前 一日出 氏 
 ・「婦人会活動を通して地域社会とのつながり 

を考える」 
  門川町 婦人団体連絡協議会 

会長 日吉 江里子 氏 

※ 日程・会場は現時点での予定であり、変更になる場合があります。 令和７年度 地区別研修会の実績 
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